
 
 
 
 
 
 
１２月８日～９日の日程で、青年部（畑作・畜産専門委員会合同主催）の管外視察研修が

開催されました。今回は総勢１１名の青年部員が江別のヤンマーアグリジャパン株式会社

と札幌の札幌ホクレン青果株式会社へ施設見学に行きました。 
 ヤンマーアグリジャパン株式会社では、過去・現在・未来の農業機械が展示されており、

機械化農業の始まりから順を追って農業機械の移り変わりを学べるエリアや、フォーレー

ジハーベスタやコンバインなどの大型機械を目の前に見学できるエリアがあり、部員一同

熱心に見学していました。 
 ホクレン青果株式会社では、荷受詰所の案内をしてもらい、全国から受入れられた商品を

前に市場流通の説明を受けました。 
 自分達の作る農産物がどのような人の手によって、また、どのような流通経路を経て消費

者へ届くのか現場を実際に目で見て、学ぶ事の出来た貴重な研修となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 １２月１０日、女性部友の会で当農協施設の見学が行われました。野菜選果場、加工セン

ター、馬鈴薯倉庫の３施設を見学し、普段なかなか見る事の出来ない機械の説明を受けまし

た。また、実際の作業風景を見学し、どのような工程を経て作物が運ばれていくのかを勉強

してきました。 
 「施設の中は今まで見たことも無く、今回は農協の仕事の一部を知る事のできるいい機会

を頂けた。」と、短い時間でしたが皆さん熱心に話に耳を傾けていました。 

２０１５年 ３月 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１２月１６日～１７日の日程で銀鈴会冬期研修が幕別町パークホテル悠湯館で行われま

した。内容は「ふまねっと運動」「折り紙を使った頭の体操」といったもので、銀鈴会会員

１１名が参加しました。今回取り入れられた「ふまねっと運動」は、５０センチ四方のマス

目でできた大きな網を床に敷き、踏まないように歩く運動で、全身のバランス感覚を改善す

るトレーニングとしてだけでなく、レクリエーションとしても楽しむことができ、皆さん率

先して取り組んでいました。 
 また、「折り紙を使った頭の体操」は同じパーツを８つ作り、組み合わせて１つの完成品

になる入れ物を各々で作りました。最初に銀鈴会会長が皆さんに作り方を教えると、隣の方

と話し合いながら自分の好きな色の折り紙で黙々とパーツを作っていました。 
 夜には総会・懇親会が行われ、２６年度の活動内容を振り返ると共に、来年度の事業につ

いても話し合われました。懇親会では会員同士の交流を深め、充実した冬期研修とする事が

できました。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 平成２６年度５回目となる例会は１月 
１３日に札内農業協同組合２階会議室で 
開催されました。今回は「持ち寄り昼食 
会」というテーマで、腕によりをかけて 
作った料理を８名のサークルメンバー各 
々が自宅から持ち寄って昼食会を開きま 
した。 
 お互いに作り方や料理のコツといった 
情報交換を行い、賑やかな昼食会となり 
ました。 
 また、２月６日には幕別町百年記念ホ 
ールの調理室をお借りして２月例会が開 
催されました。ピザやミネストローネ、 
サラダ、杏仁豆腐といった料理を作りま 
した。色彩豊かな出来栄えにピザに乗っ 
たチーズの香ばしい香りが部屋に漂い、 
食欲をそそりました。表面の焼き具合も 
丁度良く、サクッとした食感と味に皆さ 
ん大満足の様子でした。 
 
 
 
女性部恒例「つどいの会」が１月２１日に札内農協２階会議 

室で開催されました。１２名の部員が参加し、午前に『パーラ 
ービーズ』講習会、午後から『ダイクロガラスを使ったペンダ 
ント作り』講習会を行いました。 
 パーラービーズ講習会では簡単なモチーフを作りました。ピ 
ンセットでビーズを並べる作業は細かい作業であり、皆さん自 
分の手元に終始集中されていました。道具も材料も多くないた 
め、家で是非やってみたいとの声も聞こえました。 
 午後のダイクロガラスを使ったペンダント作りでは、日本余 
暇文化振興会から講師をお招きし、シルバークレイでダイクロ 
ガラスを包む形のペンダントを作りました。過去に女性部でシ 
ルバークレイを使った作品を作っているだけあって、皆さん作 



業工程は慣れたものでした。最後にはオリジナル作品を首にか 
け、とても嬉しそうな様子でした。 
 講習会の後には十勝川温泉観月苑にて新年交流会が行われ、 
ビンゴ大会などのゲームで盛り上がった他、２６年度の女性部 
活動を振り返りながら懇親を深めました。 
 
 
 
 
 １月３１日に青年部と職員との交流会がスズランボウルで開催されました。総勢２５名

が参加し、青年部と職員が混合となるチームでボウリング２ゲームを通して交流を深めま

した。 
 青年部長の挨拶と始球式で幕を開けたボウリング大会は序盤から剛速球やカーブボール

が飛び出す好勝負が繰り広げられま 
した。チーム内で投げ方のアドバイ 
スをしたり、スコアの近い人とは互 
いに競い合ったりと笑いの絶えない 
賑やかな雰囲気で大会を終えること 
ができました。 
 その後場所を移した懇親会では、 
ボウリングの成績発表が行われまし 
た。普段なかなか話す機会の無い青年部員と職員も親睦を図る良い機会となり、有意義なひ

と時を過ごす事ができました。 
 
 
 
 ２月６日、女性部友の会は冬期研修で札幌へ 
行ってきました。参加者７名は「さっぽろ雪ま 
つり」と初めての劇団四季による「ＣＡＴＳ」 
観劇を堪能してきました。 
 当日は晴天に恵まれ、雪まつり会場の散策に 
は最高の日和でした。各団体が丹精込めて作っ 
た雪像に「すごい！上手い！」と見学を楽しん 
でいました。中でもスターウォーズや春日大社 
の大雪像は、その迫力と、繊細な技術によって削られた姿に皆さん圧倒されていました。 
 その後、北海道四季劇場へ移動し、世界中を虜にしたミュージカル「ＣＡＴＳ」を観劇し



てきました。劇団四季が演じるＣＡＴＳの世界を皆さん堪能していました。 
 
 
 
本組合の地区別懇談会が２月１３・１４・１７日の３ 

日間、５会場で開かれ、述べ７０名の組合員が出席（出 
席率３４．８％）されました。 
 持続可能な農業と豊かな地域社会の実現及び安全・安 
心な農畜産物の安定供給に役職員一丸となって取り組む 
事が基本方針に揚げられ、平成２６年度の収支見込み、 
各部の平成２７年度事業計画がそれぞれ担当部長から説 
明されました。 
 また、意見交換では農協改革によって農政にど 
のような影響があるのか、ジャガイモシストセン 
チュウ発生後の対応について、馬鈴薯の集荷サイ 
クルについて、車輌洗浄機等事業の進行状況につ 
いてなどの意見・要望が出されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２月１９日に札内農協２Ｆ会議室にて、年金相談会が開催 
されました。毎年２月に当農協で行われている相談会では、 
専門講師の方をお呼びして、これから年金をお受取りになる 
方の疑問や相談にお答えして頂いています。１組３０分程度 
の時間で個別に話が聞ける良い機会という事もあり、毎年多 
くの方が参加しています。 



 今年は１３名の方が参加し、「繰り上げ受給とは？」「受給の際の詳しい手続の方法は？」

といった自身の持つ年金に関する疑問を講師の方と共に解決していました。 
 
 
 
２月２１日に異業種交流の集い「わっかクラブ」のスポ 

ーツ交流会が忠類中学校体育館で行われ、ミニバレーを通 
して交流が図られました。当農協からは青年部７名、職員 
５名が参加しました。試合は各団体混合で９チーム組まれ、 
３チームずつ３グループのリーグ戦で競い合いました。 
 初めて顔を合わせたメンバー同士でしたが、試合を重ね 
る毎に息の合ったプレーも数多く見られるようになり、白 
熱した試合が繰り広げられました。 
 ミニバレーの後は場所を移して懇親会が開かれ、親睦を 
深めました。 
 
 
 
  


